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1. 平成31年3月期第3四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第3四半期 218,271 △5.7 22,459 3.4 21,877 5.9 16,976 14.7

30年3月期第3四半期 231,453 △0.5 21,718 6.6 20,655 40.4 14,796 39.1

（注）包括利益 31年3月期第3四半期　　14,716百万円 （△23.1％） 30年3月期第3四半期　　19,127百万円 （102.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第3四半期 68.92 67.56

30年3月期第3四半期 60.07 58.89

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年3月期第3四半期 348,809 209,087 59.9

30年3月期 364,203 206,691 56.8

（参考）自己資本 31年3月期第3四半期 209,087百万円 30年3月期 206,691百万円

(注)「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、前連結会
計年度に係る数値等については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値等となっております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 20.00 ― 30.00 50.00

31年3月期 ― 20.00 ―

31年3月期（予想） ― ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

(注)平成30年３月期期末配当金の内訳　　普通配当20円00銭　　記念配当10円00銭

　　 平成31年３月期の配当予想額は未定であります。

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 320,000 1.7 35,000 18.4 33,000 14.9 23,000 17.6 93.37

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） ― 、 除外 ― 社 （社名） ―

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期3Q 259,020,914 株 30年3月期 259,020,914 株

② 期末自己株式数 31年3月期3Q 12,698,708 株 30年3月期 12,696,260 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期3Q 246,323,502 株 30年3月期3Q 246,327,599 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)

1.本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及

び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.2「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

2.決算補足説明資料はＴＤｎｅｔで同日開示しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期における内外経済は、日本や米国では堅調な雇用や個人消費を背景に緩やかな回復

基調で推移しました。一方、米中貿易摩擦の深刻化、中国経済減速の鮮明化、欧州における景気停

滞、新興国の通貨安等により、世界経済の減速懸念が急速に高まり、景気の先行きは不透明な状況

が続いております。

この環境下、当第３四半期連結累計期間の売上高は、２，１８２億円となりました。セグメント

別内訳は、コンシューマが１，８７８億円、システムが２５０億円、その他が５３億円となりまし

た。

時計は「Ｇ－ＳＨＯＣＫ」の初号機５０００シリーズ初のフルメタル仕様モデル『ＧＭＷ－Ｂ５

０００』や新たな耐衝撃構造に革新的なダウンサイジングを実現した『ＭＴＧ－Ｂ１０００シリー

ズ』などの新製品が好調に推移しました。一方、景気減速、通貨安の影響により「Ｇ－ＳＨＯＣ

Ｋ」以外は苦戦しました。電卓は海外の学生向け関数電卓が引き続き好調に推移しました。辞書は

国内の特需の寄与により、好調に推移しました。

損益につきましては、営業利益はコンシューマが２８６億円、システムが△８億円、その他が３

億円、調整額が△５６億円で前年同期比３．４％増の２２４億円となりました。

時計は収益性の高い製品の販売が好調に推移し高収益性を維持、電卓は海外で関数電卓が好調に

推移し収益性を維持しました。システムは構造改革推進中のプロジェクターが赤字となっておりま

す。

また、経常利益は２１８億円（対前年同期比５．９％増）、親会社株主に帰属する四半期純利

益は１６９億円（対前年同期比１４．７％増）、１株当たり四半期純利益（ＥＰＳ）は６８円９２

銭と改善しました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、受取手形及び売掛金の減少などにより、前連結会計年

度末比１５３億円減少の３，４８８億円となりました。純資産は、利益剰余金の増加などにより、

前連結会計年度末比２３億円増加の２，０９０億円となりました。その結果、自己資本比率は前連

結会計年度末比３．１ポイント増の５９．９％に改善されました。

　当グループは今後も引き続き事業資産の効率的運営の徹底を図り、安定的かつ強靭な財務体質の

構築に取り組みます。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点での平成３１年３月期の連結業績予想につきましては、前回予想（平成３０年１１月６日

公表）に対して変更はありません。

当グループは今後も全世界で通用する独自技術を生かした新製品の積極的な世界展開により、長

期的視点に立った収益力強化、経営・財務体質強化に取り組みます。

（注）業績見通しについて

①為替水準は１ＵＳ＄＝１１２円、１ユーロ＝１２８円を想定しております。

②業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可

能性があります。実際の業績に影響を与える要素としては、当グループの事業をとりま

く経済情勢、対ドルをはじめとする主要為替相場の変動、製品販売価格の大幅な変動な

どが考えられますが、これらに限られるものではありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 66,441 64,562

受取手形及び売掛金 45,171 36,948

有価証券 48,500 45,000

製品 36,450 42,223

仕掛品 5,582 5,784

原材料及び貯蔵品 7,649 9,461

その他 28,202 20,239

貸倒引当金 △488 △491

流動資産合計 237,507 223,726

固定資産

有形固定資産

土地 33,543 33,561

その他（純額） 24,489 24,069

有形固定資産合計 58,032 57,630

無形固定資産 7,036 8,530

投資その他の資産

投資有価証券 37,029 34,188

退職給付に係る資産 13,000 13,728

その他 11,668 11,071

貸倒引当金 △69 △64

投資その他の資産合計 61,628 58,923

固定資産合計 126,696 125,083

資産合計 364,203 348,809

決算短信（宝印刷） 2019年01月29日 18時53分 3ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）

カシオ計算機(株)（6952）平成31年３月期　第３四半期決算短信

─ 3 ─



(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 30,752 24,566

短期借入金 205 195

1年内返済予定の長期借入金 16,500 16,500

1年内償還予定の新株予約権付社債 ― 10,006

未払法人税等 3,810 3,156

製品保証引当金 794 787

事業構造改善引当金 1,356 561

その他 40,320 33,243

流動負債合計 93,737 89,014

固定負債

新株予約権付社債 10,013 ―

長期借入金 46,500 46,500

事業構造改善引当金 1,239 1,239

退職給付に係る負債 322 361

その他 5,701 2,608

固定負債合計 63,775 50,708

負債合計 157,512 139,722

純資産の部

株主資本

資本金 48,592 48,592

資本剰余金 65,058 65,058

利益剰余金 101,938 106,599

自己株式 △19,949 △19,954

株主資本合計 195,639 200,295

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 10,885 8,942

為替換算調整勘定 △3,326 △3,848

退職給付に係る調整累計額 3,493 3,698

その他の包括利益累計額合計 11,052 8,792

純資産合計 206,691 209,087

負債純資産合計 364,203 348,809
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

売上高 231,453 218,271

売上原価 131,294 121,587

売上総利益 100,159 96,684

販売費及び一般管理費

給料手当及び賞与 25,754 25,344

その他 52,687 48,881

販売費及び一般管理費合計 78,441 74,225

営業利益 21,718 22,459

営業外収益

受取利息 327 454

受取配当金 252 284

その他 227 231

営業外収益合計 806 969

営業外費用

為替差損 1,054 1,036

その他 815 515

営業外費用合計 1,869 1,551

経常利益 20,655 21,877

特別利益

固定資産売却益 90 5

投資有価証券売却益 417 289

補助金収入 ― 50

特別利益合計 507 344

特別損失

固定資産除却損 53 60

特別損失合計 53 60

税金等調整前四半期純利益 21,109 22,161

法人税等 6,313 5,185

四半期純利益 14,796 16,976

親会社株主に帰属する四半期純利益 14,796 16,976
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

四半期純利益 14,796 16,976

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,791 △1,943

為替換算調整勘定 2,078 △522

退職給付に係る調整額 △538 205

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 0

その他の包括利益合計 4,331 △2,260

四半期包括利益 19,127 14,716

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 19,127 14,716

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。

（セグメント情報）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２コンシューマ システム その他 合計

売上高

　(1) 外部顧客への売上高 197,377 28,347 5,729 231,453 ― 231,453

　(2) セグメント間の内部
　 売上高

0 13 5,456 5,469 △5,469 ―

計 197,377 28,360 11,185 236,922 △5,469 231,453

セグメント利益 25,905 174 450 26,529 △4,811 21,718

（注）１ セグメント利益の調整額△4,811百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△4,811百万円

が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社本社管理部門に係る費用並び

に基礎研究に係る費用であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２コンシューマ システム その他 合計

売上高

　(1) 外部顧客への売上高 187,824 25,052 5,395 218,271 ― 218,271

　(2) セグメント間の内部
　 売上高

4 88 4,783 4,875 △4,875 ―

計 187,828 25,140 10,178 223,146 △4,875 218,271

セグメント利益
又は損失（△）

28,658 △821 301 28,138 △5,679 22,459

（注）１ セグメント利益又は損失（△）の調整額△5,679百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費

用△5,679百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社本社管理部

門に係る費用並びに基礎研究に係る費用であります。

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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